
標準委員会セッション 2「低レベル放射性廃棄物の埋設地に係る覆土の施工方法 
及び施設の管理方法」：201X 改定標準案の概要について 

 

（2）新規制基準に対応した主な標準改定内容について 
［1］(箇条 4 段階管理による安全確保の方策、箇条 7 記録） 

(2) The main revise contents based upon the new Regulation 
Chap.4 Plan of safety ensuring by the Stage Management and 

Chapter 7 Records 
新堀雄一 1，＊吉原恒一 2，関口高志 3， 
1東北大学，2原子力安全推進協会，3戸田建設㈱ 

  
1. 段階管理による安全確保の方策 

1-1. 一般 

低レベル放射性廃棄物の処分において，公衆の被ばくを合理的に達成できる限り低く抑えるためには，

国が許可基準規則などで定める基本安全機能を有する廃棄物埋設施設の管理が必要となる。この管理にお

いては，放射線の影響が安全上支障のないレベルになるまでの間，放射能の減衰に応じて管理の内容を段

階的に軽減しながら実施していく。段階管理の各段階において満たすべき基本安全機能として，処分方法

ごとに，遮蔽，閉じ込め，移行抑制などがある。第二種廃棄物埋設事業者（以下“事業者”という。）は，

段階管理の実施にあたっては，処分方法ごとに，各段階において要求される基本安全機能に対応した具体

的な管理の内容を規定する。 

また，次の段階への移行にあたっては，移行のための要件及びその確認方法を処分方法ごとに規定し，

“定期的な評価等”を実施することにより，許可基準規則への適合性を確認する。 

1-2．基本安全機能を満たすための管理措置 

基本安全機能を満たすための管理措置は，覆土の施工及び保安のために講ずべき措置（遮蔽その他適切

な措置，廃棄物埋設地に係る保全，監視）がある。段階に応じた管理措置の実施時期のピット処分におけ

る事例を図 1 に，トレンチ処分における事例を図 2 に示す。また，ピット処分及びトレンチ処分の基本安

全機能を満たすための管理措置，及びその管理項目を表 1 及び表 2 に示す。 

1-3．その他の管理措置 

その他の管理措置としては，保安のために講ずべき措置（周辺監視区域に係る監視，定期的な評価等）

がある。 

1-4. 段階移行要件及びその確認方法 

埋設された放射性廃棄物の放射能の減衰によって公衆への影響が低減することで管理を段階的に軽減す

ることが可能となる。ここでは，移行前の段階における基本安全機能に対する要求事項が適切に満たされ

ていることを前提に次の段階に移行できる管理期間内の移行要件及びその確認方法をピット処分及びトレ

ンチ処分の各々につき，表 3，及び表 4 に示す。なお，周辺監視区域を廃止して次段階に移行する場合に

おいても，遮蔽及び移行抑制の監視は法令要求により継続的に行う必要があるが，放射能の減衰に応じて

管理を軽減することはできる。 
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図 1 ピット処分の各段階及び各工程における基本安全機能と管理措置の実施時期の事例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 トレンチ処分の各段階及び各工程における基本安全機能と管理措置の実施時期の事例 

 

   表 1 ピット処分における基本安全機能に対応する管理措置及びその管理項目 
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表 1 ピット処分における基本安全機能に対応する管理措置及びその管理項目（続き） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 表 2 トレンチ処分における基本安全機能に対応する管理措置及びその管理項目 
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表 3 ピット処分の段階移行要件と確認方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           表 4 トレンチ処分の段階移行要件と確認方法 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
２．記録 

2-1. 一般 

低レベル放射性廃棄物処分における記録管理は，廃棄物埋設地の適正な維持管理のために必要な記録を

適切に保存することによって廃棄物埋設地の保全，第二種廃棄物埋設事業の廃止以降の処分場の安全性を

保証するために必要なものであり，ここに廃止措置の開始まで及び廃止措置の開始以降において保管すべ

き記録の項目及びその保存方法についての留意事項を規定する。 

注記 法令で義務づけられている記録事項については事業規則に定められている。 

2-2. 第二種廃棄物埋設事業期間における記録 

（1）記録の項目 

低レベル放射性廃棄物の処分において取得される立地，廃棄物，施設設計・建設，施設検査，安全評価，

操業・管理，保全・保守，覆土の施工，定期的な評価等，防護措置などに係るデータを含む情報を対象に，

それらの安全確保上の重要度を検討し，廃止措置の開始まで保存すべき記録項目を選定する。 

（2）記録の保存方法 

管理期間中にあっては，人が直接知覚でき，廃止措置の開始までの期間の保存性に配慮した素材（例 耐

久性の優れた紙）によって記録を作成するとともに，バックアップとして，電磁的方法によって記録を作

成し，保存することができる。また，電磁的方法による記録は，そのデータの劣化，入力方式の変更及び

電子機器の進化などを考慮して，適宜更新作業を行う。 

（3）記録の保存期間 

廃棄物埋設地の保全に支障をきたす事象を抑制するために必要な情報及び廃止措置に必要な情報の記録
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の保存期間は，所管行政庁の長の廃止措置の終了確認を受けるまでとする。 

2-3．第二種廃棄物埋設事業の廃止時の記録 

（1）記録の項目 

処分場に関する記録情報は，将来世代の人々が，現世代が残した放射性廃棄物処分場の不認知による偶

発的な侵入を避けるため，また処分場に埋設された放射性廃棄物及びその周辺の区域の再利用を考える場

合に有用なものとする。また，第二種廃棄物埋設事業の廃止以降において，処分に関する記録情報の管理

を引き継ぐ公的機関などが有効に活用できるものとする。これらの点を考慮して，廃止措置の開始までに

保存した記録項目の中から同事業の廃止以降に保存すべき記録項目を選定する。 

記録項目の選定，重要度，保存時間の検討例を表 5 に示す。 

（2）記録の保存方法 

第二種廃棄物埋設事業の廃止以降の記録にあっては，長期的な保存の必要性があることから耐久性のあ

る素材を用いるなどの記録の保存方法を採用することが望ましい。 

 

表 5 記録項目の重要度と保存期間の検討（例） 
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